




Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 28) 
Some Effects on Food Intake Pattern of Elementary School Children 
with a Nutrition Education for Their Childhood
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食事瓜査に臨力した理宙 食事璃査に憾力して最も　　　　　り 鷹査結果を見ての感想 変事潤査体験後の食生活こ　い　　　　・N
　静の　　　δについて
ﾁていること。侃査にっ
｢　　　賢
????????????
　　　■
E食品の量を計ること　　り
Eお菓子や加工品をよく使うので，それをどう書いたらいいかがわからなかった．
E食事を作るときの計量はそ
黷ﾙど大変でもなかったが雪
rﾔ難鴛鯛鵡琉くかった．
@　　曹
・本人の好みでない物も健康
ﾌために食べてもらいたい
ﾆ思う．
E間食を多く摂りすぎてい
驕D
E思っていた以上に動いてい
ｽのと1食べていたのには
ﾑっくりした。やっぱりお
ﾙ子，砂麿が多かったと改めて感じた．
E子供が残さずに食べてもら
､ことを心がけているため，
ﾂいつい子供の好きな物を
?Sに作ってしまうので1
烽､少し栄養を考えて工夫
ｵて作oてみようと思う．
E肉類の摂取量が多すぎたの
ﾍ少し意外な気がした．　　　　　　　　　　　●
E大丈夫と思うていた食品が
@外に不足していたので参]　になったゼ・考えていたよりバランスがとれていて安心した。
　　　　　　一Eお菓子の量を少し減らして
?[グルトなどの乳製品に
ﾏえた．
B「今日は1～6群の食品を
ｿゃんと摂ったか．」と．　　　　　　　　　　　タ
Hの会話の中で出るように
ﾈった。
Eなるぺくおやつのお菓子よ
閧ﾍこ藪を食べさせようと
vっている．煮物，野菜沙
ﾟなど，野菜，小魚．海薇
ﾈども食べさせたいと思っ
ﾄいる。
・「この味がいやだ。」。「お
黷ｳんの作った食事はおい
ｵくない．」等々困っている．
E共働きの寮庭であるので子
氓ﾌタ食前のおやつのお英子が気になる．本人の自覚が一番なのだが．
E野葉頭があまり好きではな
????????????
。子供が肥満のためg今の食
ｶ活を悦直したかった．　　●
E今の食生活がよいのかが知
閧ｽかっ拙
E友人の紹介で診加した．
E子供の同級生のお母さんに
鰍ﾜれた．
E平素食生活に偏りがあると
vっていたので殿字として
送ｿをみたいと思った．
E常日頃から我が家の食事
???????????????????????
・食品の量を計ること．
E子供が1週閏万歩計をつけ
ﾄいるのが少し大変そうだ
ﾁた．
E函味料の計量に苦労した．
E朝食時は忙しい時問なので
v量が大変だった．
・子供の好きな料理になりが
ｿな食事の中に体にいい物
?黹高ﾅも食べさせていき
ｽいと思う．
・お米の見直しやきの二。豆
|，昆布など多く摂る食生
??Sがけたい．
Eスナック菓子やジュース類
ﾌおやつを控えた．苦手な
､腐にも挑戦したい．
E前よりも外食を控えるよう
ﾉなった．煮物が少し多く
ﾈった気がする．　　　　　　　　，
E捜築をして帰ると帰宅時間
ｪ遅くなり，果物を食ぺる
桾ｷがなかったが，朝食に
・好き嫌いが多く，好きなも
ﾌは必要以上に食べてしま
､．どのようにしたら不足
ｪちの栄農素をとれるか，
Aドバイスが良かった。
E帰る時間ぷ遅いためお腹が
ｷき，っいおやっを食べて
ｵまい，そうするとタ変の
ｱ儀が少なくなりがちにな
驕D
Eお菓子を好み，食事に興味
?ｦさない●食事の時聞や
H卓づくりから心がけよう
ﾆは思う．
Eむら食いが多く，たくさん
Hべない．お皿の盛りつけ
ﾈどで工夫している．　　　　　　　　　，
Eアレルギーを持っている。
X査は大変勉強になった．
?冾ﾌ食事に役立てたいと
vう．
Eもう少し長期間の摂取調査
ﾆ分祈であったら，調査結
ﾊを身近に感じられると思
､．’
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た。小学校5年生男子5名、女子9名計14名を教育群
とし、対照群（男子3名、女子7名計10名）を設定し
て、食物・栄養素等摂取状況、生活習慣・健康状況等
の調査成績の比較から、今回はとくに摂取量に有意差
の認められた緑黄色野菜摂取に関して、詳細な検討を
試みた。その結果は次のように要約される。
　1）食品群別摂取状況において両群間に有意差の認
められた項目は、緑黄色野菜摂取量（教育群86．4±
25．2g＞対照群54．6±35．1g）であった。栄養素等摂取
状況においてはカルシウム摂取量（教育群〉対照群）
に有意差がみられ、教育群の同摂取量は充足されてい
た。健康状況に関しては教育群の方が有意に排便回数
に規則性がみられた。
　2）教育群の方が野菜総量に占める緑黄色野菜摂取
比率、連続3日間延べ9食中における同摂取頻度とく
に朝食における同摂取頻度が有意に高かった。
　3）緑黄色野菜摂取量と同摂取頻度との間には、両
群ともに有意な正相関が得られ、摂取頻度が摂取量を
規定していることが知られた。
　4）教育群では、緑黄色野菜摂取頻度と食事診断得
点および排便回数との間に有意な正相関が得られた。
　5）母親の意識調査では、教育群の方が緑黄色野菜
の料理への積極的な利用、緑黄色野菜の効用に関する
知識等において優位を示した。
　以上、少数例の成績で普遍性を期し難いものの、緑
黄色野菜摂取状況に関して、幼児期における母子参加
の栄養教育の有用性が示唆された。
　終わりに臨み、本調査にご協力いただきました本学
付属幼稚園、新潟市立大形小学校の関係各位ならびに
調査対象世帯の皆様に深く感謝申し上げます。
　なお、本研究の要旨は第46回日本栄養改善学会
（1999年10月29日、於郡山市）において口頭発表した。
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